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ニ
ュ
ー
ス 

全
関
労 

 「緊急事態宣言」に抗して 

☆非正規差別撤廃！首切りゆるすな！ 

☆会計年度任用職員制度廃止！ 

☆８時間労働制の再確立を！ 

☆全国最賃 1500 円をかちとろう！ 

☆一律 30 万円を即刻支給せよ！ 

☆反戦・改憲阻止！ 

              

15
時
～
16
時 

松
戸
市
役
所
前
メ
ー
デ
ー
行
動 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
14
時
45
分 

松
戸
市
役
所
集
合
） 

 
 

 
 

 

松
戸
市
に
抗
議
申
入
れ 

ア
ピ
ー
ル 

＊
千
葉
学
校
合
同
・
吉
田
組
合
員
の
継
続
雇
用
拒
否

＆
だ
ま
し
討
ち
解
雇
撤
回
の
申
し
入
れ 

＊
全
関
労
松
戸
分
会
の
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
と

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
の
申
し
入
れ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

16
時
15
分 

デ
モ
出
発
（
小
根
本
公
園
集
合
） 

 
 
 
 
 
 

（
松
戸
市
役
所
近
く
で
流
れ
解
散 

約
30
分
） 

17
時 

 
 
 

庁
舎
前
ビ
ラ
ま
き 

 
 

 
 

 
＊
呼
び
か
け
：
全
関
東
単
一
労
働
組
合
＊ 

 



                         

                          

 

 

２０２０メーデースローガン 

★労働者の解放めざし、 

 闘うメーデーをかちとろう！ 

＊世界の労働者と団結し、 

 ８時間労働制を再確立しよう！ 

＊「過労死」促進の労基法 36条を 

 廃止しよう！ 

＊全国一律最賃制をかちとろう！ 

＊時給１５００円をかちとろう！ 

＊有期雇用廃止・派遣法廃止！ 

＊会計年度任用職員制度廃止！ 

＊労働条件の均等化をかちとろう！ 

＊セクハラ・パワハラを根絶するぞ！ 

＊非正規差別・女性差別撤廃！ 

＊ストライキ・職場放棄で闘おう！ 

 

★「新型コロナ特措法」―「緊急事態宣

言」弾劾！「自粛」を強要するな！ 

＊「コロナ」に名を借りた解雇をヤメ

ロ！職場に戻せ！ 

＊休業補償、賃金を全額補償せよ！ 

＊１人に即刻一律 30万円支給せよ！ 

＊医療現場に治療にあたれる人員と 

 機材を即刻確保せよ！ 

＊感染防止策を徹底しろ！ 

＊PCR検査を受けさせろ！ 

＊差別・排外主義をやめろ！ 

 

★天皇制を廃止しよう！ 

＊元号を廃止しよう！ 

＊「国家神道」儀式をやめろ！ 

＊「立皇嗣の礼」反対！ 

＊上皇・天皇・皇嗣皇太子体制反対！ 

 

★憲法改悪を阻止しよう 

＊９条改憲反対！ 

＊緊急事態条項新設反対！ 

＊改憲発議を許すな！ 

＊国民投票反対！ 

★社会保障切り捨てをゆるすな！ 

＊「全世代型社会保障制度」解体！ 

＊医療・介護・年金制度改悪反対！ 

＊改悪入管法反対！ 

＊技能実習制度撤廃！ 

＊外国人労働者差別反対！ 

＊入管体制解体！ 

 

★日米安保を破棄しよう！ 

＊戦争法・共謀罪を廃止しよう！ 

＊新防衛大綱反対！ 

＊軍事費の拡大ゆるすな！ 

＊辺野古新基地建設阻止しよう！ 

＊土砂埋め立てをやめろ！ 

＊普天間基地を無条件で返還せよ！ 

＊琉球諸島への自衛隊配備反対！ 

＊宮古島・石垣島・与那国島・馬毛島に

軍事基地建設反対！ 

＊オスプレイ配備・訓練反対！ 

 全基地撤去！ 

＊アイヌ民族、琉球民族の自決権支持！ 

＊白老慰霊研究施設反対！ 

＊北方諸島の併合反対！ 

 

★福島原発事故被災者の切り捨てを 

 許すな！ 

＊政府と電力会社・関係資本の責任で 

  被災者の労働と生活を保障せよ！ 

＊原発再稼働反対！ 

＊全原発・再処理施設の廃棄を   

 かちとろう！ 

 

★新自由主義グローバリズム反対！ 

＊東京オリンピック・パラリンピック反

対！ 

＊国際連帯で闘おう！ 

 



                          

                          

者
は
４
月
15
日
、
16
日
と
Ｓ
職
場
で
勤
務
し
て
い
る
。
Ｗ
ワ
ー
ク

先
の
労
働
者
が
感
染
を
疑
わ
れ
た
の
は
４
月
11
日
で
そ
の
労
働
者

は
翌
12
日
か
ら
は
出
勤
停
止
と
な
っ
て
い
る
。 

 

と
こ
ろ
が
、
当
該
労
働
者
は
「
無
症
状
病
原
体
保
有
者
」
で
あ
る

と
し
な
が
ら
、「
発
症
日
」
は
４
月
19
日
な
の
で
、
Ｓ
職
場
で
は
濃

厚
接
触
者
は
存
在
し
な
い
と
し
て
通
常
営
業
を
継
続
し
て
い
る
の

で
あ
る
。「
無
症
状
」
な
の
に
な
ぜ
「
発
症
日
」
が
４
月
19
日
な
の

か
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
何
ら
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
も
こ
の

こ
と
を
行
政
（
渋
谷
保
健
所
）
も
認
め
、
通
常
営
業
を
容
認
し
て
い

る
の
だ
。 

 

「
無
症
状
」
な
の
だ
か
ら
何
時
感
染
し
た
か
は
不
明
で
あ
り
、
少

な
く
と
も
Ｗ
ワ
ー
ク
先
の
労
働
者
が
感
染
を
疑
わ
れ
出
勤
停
止
と

な
っ
た
４
月
11
日
に
遡
っ
て
接
触
者
を
チ
ェ
ッ
ク
し
追
跡
す
る
必

要
が
あ
る
の
だ
。 

＊ 

 

こ
の
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し
蔓
延
す
る
中

で
の
通
常
営
業
は
感
染
リ
ス
ク
が
高
く
、
特
に
高
齢
者
施
設
に
お
け

る
集
団
感
染
は
高
齢
者
の
命
に
直
結
す
る
重
大
な
問
題
で
あ
る
。
こ

の
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
利
用
者
と
サ
ー
ビ
ス
時
間
の
縮

減
、
休
業
時
の
賃
金
補
償
、
マ
ス
ク
、
消
毒
剤
の
確
保
な
ど
を
数
度

に
亘
っ
て
申
し
入
れ
を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
法
人
は
一
顧
だ
に

せ
ず
、
利
用
者
と
労
働
者
の
安
全
・
健
康
確
保
を
な
い
が
し
ろ
に
し

た
儲
け
第
一
の
経
営
を
続
け
て
い
る
。
Ｓ
職
場
が
直
面
し
て
い
る
状

況
は
法
人
全
職
場
の
問
題
で
も
あ
り
、
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
際
の

営
業
休
止
、
接
触
者
検
査
と
安
全
確
認
、
賃
金
補
償
な
ど
を
改
め
て

申
し
入
れ
る
こ
と
に
し
て
い
る
。 

 
 
 

（
介
護
職
場
：
Ｋ
） 

 
 

労
働
者
国
際
連
帯
で
闘
お
う 

 
今
こ
そ
世
界
の
労
働
者
の
歴
史
的
な
闘
い
に
学
び
、
「
８
時
間
労
働

制
」
の
再
確
立
を
か
ち
と
ろ
う
。 

国
際
連
帯
を
掲
げ
、
全
国
一
律
最
低
賃
金
時
給
１
５
０
０
円
を
か
ち

と
ろ
う
。
非
正
規
差
別
・
女
性
差
別
撤
廃
！
労
働
者
階
級
の
解
放
を
め

ざ
し
、
５
・
１
メ
ー
デ
ー
を
と
も
に
闘
お
う
。 

 

営
業
を
休
止
し
、
徹
底
し
た 

安
全
確
認
を
行
え 
介
護
職
場
か
ら 

 

私
が
勤
務
す
る
職
場
（
通
所
介
護
職
場
）
と
同
系
列
の
Ｓ
通
所
介
護

職
場
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
陽
性
者
が
確
認
さ
れ
た
。

し
か
し
、
法
人
は
職
場
に
お
い
て
同
陽
性
者
と
の
「
濃
厚
接
触
者
は
い

な
い
」
と
し
て
、
施
設
の
消
毒
を
し
た
だ
け
で
通
常
営
業
を
お
こ
な
っ

て
い
る
。
Ｓ
職
場
に
勤
務
す
る
労
働
者
か
ら
は
不
安
と
怒
り
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。 

 

Ｓ
職
場
で
陽
性
と
判
定
さ
れ
た
労
働
者
は
、
Ｗ
ワ
ー
ク
先
の
職
場
で

陽
性
者
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
４
月
18
日
か
ら
自
宅
待
機
し
て
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
，
４
月
22
日
に
陽
性
と
判
定
さ
れ
た
。
当
該
労
働 

 
 

 
 



           
 
 

 

 

今
年
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
」
に
乗
じ
て
「
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
特
措
法
」
を
改
悪
し
て
４
月
７
日
、
「
緊
急
事
態
宣
言
」
を

発
出
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
運
動
が
「
自
粛
」
を
強
い
ら
れ
、
メ
ー
デ
ー
つ

ぶ
し
の
攻
撃
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
日
米
安
保
体
制

強
化
の
も
と
で
辺
野
古
新
基
地
建
設
や
南
西
諸
島
へ
の
軍
事
基
地
化

が
強
行
さ
れ
て
い
る
。
安
倍
政
権
は
何
と
し
て
も
「
東
京
五
輪
」
開
催

を
も
っ
て
国
威
発
揚
、
天
皇
制
強
化
を
軸
に
改
憲
・
戦
争
国
家
確
立
を

果
た
そ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。 

 

 

「
働
き
方
改
革
」
の
一
環
で
あ
る
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
は
公

務
非
正
規
労
働
者
の
労
働
基
本
権
を
は
く
奪
し
、
「
パ
ー
ト
タ
イ

ム
・
有
期
雇
用
労
働
法
」
と
と
も
に
低
賃
金
と
差
別
雇
用
を
固
定
化

す
る
も
の
で
あ
る
。
無
権
利
低
賃
金
労
働
力
と
し
て
外
国
人
労
働
者

を
拡
大
導
入
す
る
一
方
で
「
緊
急
事
態
宣
言
」
で
は
非
正
規
労
働
者

が
真
っ
先
に
解
雇
さ
れ
生
活
保
障
も
な
く
路
頭
に
放
り
出
さ
れ
て

い
る
。
企
業
へ
は
巨
額
の
「
補
償
」
は
し
て
も
労
働
者
に
は
「
マ
ス

ク
２
枚
」
で
済
ま
そ
う
と
い
う
の
だ
。
関
西
生
コ
ン
支
部
へ
の
大
弾

圧
で
労
働
運
動
を
「
萎
縮
」
さ
せ
て
一
挙
に
「
緊
急
事
態
条
項
」
新

設
な
ど
の
憲
法
改
悪
に
着
手
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
差
別
と
貧
困
、

排
外
主
義
の
戦
争
と
改
憲
に
突
き
進
む
安
倍
政
権
を
打
倒
し
よ
う
。 

   

改
憲
阻
止
・
安
倍
政
権
打
倒 

闘
う
メ
ー
デ
ー
復
権
か
ち
と
れ 

５
月
１
日
は
労
働
者
が
国
際
連
帯
で
闘
う
メ
ー
デ
ー
だ
。
１
８
８
６

年
５
月
１
日
、
ア
メ
リ
カ
の
労
働
者
が
「
８
時
間
労
働
制
」
を
要
求
し

て
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
キ
で
立
ち
上
が
り
、
命
が
け
で
闘
い
と
っ
た
。

１
８
８
９
年
の
第
２
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
国
際
社
会
主
義
者
大

会
）
創
立
大
会
で
、
翌
年
５
月
１
日
に
「
８
時
間
労
働
制
」
を
要
求
す

る
ゼ
ネ
ス
ト
を
呼
び
か
け
、
国
際
連
帯
闘
争
日
と
し
た
。
以
降
、
毎
年

世
界
各
地
で
メ
ー
デ
ー
が
闘
わ
れ
て
い
る
。 

日
本
で
は
１
９
２
０
年
５
月
２
日
、
「
失
業
の
防
止
・
最
低
賃
金
制

の
確
立
・
８
時
間
労
働
制
・
シ
ベ
リ
ア
即
時
撤
兵
等
」
を
要
求
し
て
第

１
回
メ
ー
デ
ー
が
取
り
組
ま
れ
た
。
し
か
し
１
９
３
６
年
に
戒
厳
令
が

敷
か
れ
メ
ー
デ
ー
は
10
年
間
禁
止
さ
れ
た
。
そ
の
間
に
「
労
使
一
体
」

「
産
業
報
国
」
を
理
念
と
す
る
翼
賛
運
動
が
推
し
進
め
ら
れ
ほ
と
ん
ど

の
労
働
組
合
・
労
働
者
は
侵
略
戦
争
に
加
担
し
て
い
っ
た
歴
史
と
責
任

が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
メ
ー
デ
ー
は
労
働
者
の
基
本
的
権
利
を
闘
い

と
る
国
際
連
帯
闘
争
日
で
あ
る
と
と
も
に
反
戦
国
際
連
帯
闘
争
と
し

て
極
め
て
重
要
で
あ
る
。 

 

天
皇
制
強
化
ー
戦
争
国
家
化
阻
止 

 

安
倍
政
権
は
、
侵
略
戦
争
責
任
を
と
る
こ
と
な
く
改
憲
を
進
め
、
天

皇
を
元
首
と
す
る
戦
争
国
家
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。
昨
年
の
メ
ー

デ
ー
に
は
新
天
皇
即
位
を
ぶ
つ
け
て
き
た
が
、
私
た
ち
は
天
皇
制
廃
止

を
掲
げ
、
反
天
皇
制
メ
ー
デ
ー
を
闘
っ
た
。 


